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◆ 著 書 
1)  峯村 創，関根道和．社会的健康決定要因～健康政策の新潮流（翻訳）．烏帽子田彰他編．東京：日本公衆衛生協会；
2017 Mar．第 6 章，職域における心理社会的環境と健康；p. 77-101． 
2)  濱西島子，山田正明．社会的健康決定要因～健康政策の新潮流（翻訳）．烏帽子田彰他編．東京：日本公衆衛生協会；
2017 Mar．第 9 章，職は政治的な課題である；p. 137-60． 
3)  立瀬剛志，藤村裕子．社会的健康決定要因～健康政策の新潮流（翻訳）．烏帽子田彰他編．東京：日本公衆衛生協会；
2017 Mar．第 13 章，高齢期における健康の社会的決定要因；p. 218-37． 
 
◆ 原 著 
1)  Koura U*, Sekine M, Yamada M, Tatsuse T. Work, family, and personal characteristics explain occupational and gender 
differences in work-family conflict among Japanese civil servants. Public Health. 2017 Dec; 153: 78-90. 
2)  Yamada M, Sekine M, Tatsuse T. Lifestyle and bowel movements in school children: Results from the Toyama Birth Cohort 
Study. Pediatr Int. 2017 May; 59(5): 604-13. 
3)  Cable N, Chandola T, Aida J, Sekine M, Netuveli G. Can sleep disturbance influence changes in mental health status? 
Longitudinal research evidence from aging studies in England and Japan. Sleep Med. 2017 Feb; 30: 216-21. 
4)  穐本昌寛**，関根道和，山田正明，立瀬剛志．登校回避感情と関連する要因：文部科学省スーパー食育スクール事
業の結果から．日公衛誌．2017；64(6)：311-21． 
5)  立瀬剛志，藤森純子，中森義輝，鏡森定信，大槻千佳，永田勝太郎．退職期における目標再設定を支援する「ケア
ウィルプログラム」の開発と評価．Compr Med．2017 Dec；16：1-15． 
6)  立瀬剛志，須永恭子．自殺対策基本法改正に伴う富山県の自殺対策の実態把握及び課題の検討．地域生活学研究．
2017 Dec；8：16-22． 
 
◆ 学会報告 
1)  Yamada M, Sekine M. Squeezed Japanese doctors between expanding medical expenditure and patients. The 8th Master Class 
on Aging in Asia. Kaohsiung; 2017 Mar 25; Taiwan. 
2)  Yamada M, Sekine M, Tatsuse T. Work, family caregiving, and social network on mental health among Japanese civil servants. 
The 21st International Epidemiological Association, World Congress of Epidemiology; 2017 Aug 21; Omiya.(Oral presentation） 
3)  Niikura M, Sekine M, Yamada M, Tatsuse T. Factors that inhibit participation in social activities of Japanese elderly people．
The 21st International Epidemiological Association, World Congress of Epidemiology; 2017 Aug 22; Omiya. 
4)  Yamada M, Sekine M, Tatsuse T. Association between dietary intake, psychosocial status, physical activity and constipation in 
school children: the results from Toyama birth cohort study. The 13th Congress of Asian Society for Pediatric Research; 2017 
Oct 7; Hong Kong. 
5)  Yamada M, Sekine M, Tatsuse T. Parental internet use and lifestyle factors as correlates of screen time of children in Japan: the 
results from the super shokuiku school (SSS) project. The 13th Congress of Asian Society for Pediatric Research; 2017 Oct 6-8; 
Hong Kong. 
6)  山田正明，関根道和，立瀬剛志．両親の生活習慣と児童のメディア時間との関連：文部科学省スーパー食育スクー
ル事業の追加調査から．第 27 回日本疫学会学術総会；2017 Jan 27；山梨． 
7)  山田正明，関根道和．フィンランドにおける高齢者医療と介護．平成 28 年度（第 71 回）富山県医学会；2017 Jan 29；
富山． 
8)  山田正明，長谷川雄一，関根道和．消化管エコーセミナーの効果分析．第 71 回富山県医学会；2017 Jan 29；富山． 
9)  小浦 詩*，山田正明，立瀬剛志，関根道和．富山スタディの結果からみた中学生の慢性腹痛・頭痛と生活習慣・心
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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理社会的背景との関連について．平成 28 年度（第 71 回）富山県医学会；2017 Jan 29；富山． 
10)  浅香有希子*，山田正明，小浦 詩，関根道和，立瀬剛志．小学生の齲蝕有病率および処置歯と親子の生活習慣につ
いて．平成 28 年度（第 71 回）富山県医学会；2017 Jan 29；富山． 
11)  立瀬剛志，藤森純子，花崎有紀子，鈴木道雄，大槻千佳，永田勝太郎．現役時の仕事態度が老年期の QOL にどのよ
うに作用するか 構造方程式モデルでの検討．第 35 回日本社会精神医学会；2017 Mar 4；東京． 
12)  山田正明，関根道和，立瀬剛志．両親の生活習慣と児童のメディア時間との関連：文部科学省スーパー食育スクー
ル事業の追加調査から．第 28 回日本小児科医会総会フォーラム；2017 Jun 10；富山． 
13)  山田正明，関根道和，中堀伸枝，立瀬剛志．認知症高齢者の家族介護者における身体的・精神的健康の関連要因．
第 59 回日本老年医学会学術集会；2017 Jun 15；名古屋． 
14)  新村哲夫，立瀬剛志，山田正明，関根道和，松永憲治，清水教子，清水忠道，鏡森定信．海洋深層水および由来水
の足浴による効果の検討．第 82 回日本温泉気候物理医学会総会；2017 Jun 24；余市． 
15)  三原 弘，石木 学，関根道和，田村賢太郎，山田 轍，廣川慎一郎，北島 勲．Moodle を利用した臨床実習学生
の経験、実施データ収集と活用．第 49 回日本医学教育学会大会；2017 Aug 19；札幌． 
16)  三原 弘，関根道和，石木 学，田村賢太郎，山田 轍，廣川慎一郎，北島 勲．富山大学医学部医学科における
試験成績に関する検討．第 49 回日本医学教育学会大会；2017 Aug 19；札幌． 
17)  山田 徹，田村賢太郎，吉野 修，武部真理子，若杉雅浩，北啓一朗，吉田樹一郎，三原 弘，石木 学，関根道
和，峯村正実，廣川慎一郎，北島 勲．富山大学における地域枠・特別枠学生への取り組み．第 49 回日本医学教育
学会大会；2017 Aug 19；札幌． 
18)  立瀬剛志，藤森純子，新鞍真理子，永田勝太郎，大槻千佳，鏡森定信．何がサード・エイジの生きがい感と関連す
るのか：生きがい対象別分析．第 58 回日本社会医学会総会；2017 Aug 19；北海道当別． 
19)  立瀬剛志，山田正明，関根道和．仕事個別の満足はどのように抑うつと関連するのか：職場環境改善に向けた検討．
第 33 回日本ストレス学会学術総会；2017 Aug 22；柏原． 
20)  天神久実**，関根道和，山田正明，立瀬剛志．子供の食習慣と親の生活習慣との関連：文部科学省スーパー食育ス
クール事業の結果から．第 56 回富山県小児保健学会；2017 Sep 1；富山． 
21)  山田正明，関根道和，立瀬剛志．児童の授業理解度に関連する過程要因：文部科学省スーパー食育スクール追加調
査から．第 75 回日本公衆衛生学会総会；2017 Nov 1；鹿児島． 
22)  野瀬早織*，関根道和，立瀬剛志，山田正明．家族の同居状態とメンタルヘルスとの関連について：日本公務員研究．
第 75 回日本公衆衛生学会総会；2017 Oct 31；鹿児島． 
23)  小浦 詩*，関根道和，山田正明，立瀬剛志．小学生から中学生の自尊感情の関連因子に関する縦断的研究．第 74
回北陸学校保健学会；2017 Nov 19；金沢． 
 
◆ その他 
1)  Sekine M. Social Determinants of Health: Role of Psychosocial Stress at Work and Family Life. In symposium “Social 
Determinants of Health: Results from International Comparative Studies of British, Finnish, and Japanese Civil Servants” The 
21st International Epidemiological Association (IEA) World Congress of Epidemiology (WCE2017); 2017 Aug 22; Omiya.（オ
ーガナイザーとシンポジスト） 
2)  Sekine M. Sleep Problems among Japanese Children and Their Outcomes: Results from the Toyama Study, Japan. In Pediatric 
Symposia “Sleep During Early Stages of Life Affects Long-term Outcomes” The 2017 Joint Congress of World Association of 
Sleep Medicine (WASM) and World Sleep Federation (WSF) (World Sleep 2017); 2017 Oct 11; Prague.（シンポジスト） 
3)  関根道和．子供の家庭環境・生活習慣と心身の健康－文部科学省スーパー食育スクール事業等の結果から．日本情
動学会第 7 回大会；2017 Dec 9；富山．（シンポジスト） 
4)  立瀬剛志．現場実践から考える多様な学びへの支援．全国若者・ひきこもり協同実践交流会 in とやま；2017 Dec 9-10； 
富山．（シンポジスト） 
5)  関根道和，田村須賀子．ここがすごい！富山大学附属病院の最新治療．富山大学附属病院編著．東京：バリューメ
ディカル；2017．調査研究・人材育成・情報発信を通じて地域包括ケアシステムの構築を支援；p. 159．（コラム） 
6)  立瀬剛志．続奇跡の村舟橋－本音でしゃべり隊．富山新聞．2017 Oct 4-20．（コラム；全 15 回） 
7)  関根道和．2018 年度学部案内：富山大学医学部医学科・看護学科．2017．地域と世界に開かれた医学部を目指して；
p. 14． 
8)  山田正明．IACG マスタークラス体験記．日老医誌．2017；54：425． 
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9)  関根道和．平成 25 年度から平成 28 年度の富山大学附属病院経営指標に関する分析．富山大学附属病院運営会議資
料．2017 Jan 12．（IR 報告） 
10)  立瀬剛志．富山県における自殺対策の実態及び課題．富山県厚生部健康課；2017 Jan．（報告） 
11)  関根道和．平成 25 年度から平成 28 年度の富山大学附属病院経営指標に関する分析．平成 28 年度第 10 回附属病院
連絡会議資料．2017 Feb 27．（IR 報告） 
12)  関根道和．文部科学省 COC+事業 就職に関する意識調査の結果について．富山大学地域連携推進機構地域戦略室．
2017 Jun 19．（IR 報告） 
13)  西野善一，福留寿生，関根道和．富山県がん登録室監査結果報告書．特定非営利活動法人日本がん登録協議会外部
監査報告書．2017 Mar 1． 
14)  関根道和．なぜ社会経済的要因が認知症のリスク要因となるのか？－富山県認知症高齢者実態調査追加分析の結果
から－．平成 28 年度概算要求における取組の進捗報告会．富山大学．2017 Mar 17．（報告） 
15)  関根道和．編集後記．日公衛誌．2017 May；64(5)：299．（依頼原稿） 
16)  関根道和．眠育で健康増進・学力向上－アウトメディアを考える－．平成 28 年度魚沼市学校保健会講演会．小出郷
新聞．2017 Jan 1；2-12．（講演録） 
17)  関根道和，北村 寛，石木 学，清水忠道，西条寿夫，吉田淑子．富山大学医学部医学科の学士編入学制度に関す
る現状と課題（答申）．医学部教授会資料．2017 May 8．（IR 報告） 
18)  関根道和，北村 寛，石木 学，清水忠道，西条寿夫，吉田淑子．富山大学医学部医学科の学士編入学制度に関す
る現状と課題．平成 29 年度第 2 回医学入試委員会資料．2017 Jun 13．（IR 報告） 
19)  立瀬剛志．ケアウィルと生きがい．平成 28 年度舟橋村ケアウィル塾；2017 Jan 14；舟橋．（講演） 
20)  山田正明．酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習．富山市労働基準協会；2017 Jan 16；富山．（講演） 
21)  立瀬剛志．つながり作りから居場所づくりへ．舟橋村健康構想平成 28 年度第 5 回エイジレス研修会；2017 Jan 25；
舟橋．（講演） 
22)  山田正明．学校保健委員会．高岡市立二塚小学校；2017 Feb 1；高岡．（指導） 
23)  立瀬剛志．自殺対策としてのゲートキーパー：基礎知識と心構え．平成 28 年度舟橋村自殺予防対策事業；2017 Feb 
2；舟橋．（講演） 
24)  関根道和．認知症の現状と課題．木津校下社会福祉協議会平成 28 年度福祉講演会 木津校下社会福祉協議会；2017 Feb 
9；高岡．（講演） 
25)  立瀬剛志．キャリアプログラムの改正法．平成 28 年度第 3 回雄峰高校キャリア教育研修会；2017 Feb 9；富山．（講
演） 
26)  立瀬剛志．レジリエンスを育むキャリア教育．平成 28 年度富山県ストレスチェック説明会；2017 Feb 17；富山．（講
演） 
27)  立瀬剛志．公共性に期待されること：どのような生きがい支援が必要か．舟橋村健康構想平成 28 年度第 6 回エイジ
レス研修会；2017 Feb 21；舟橋．（講演） 
28)  関根道和．認知症の現状と対策－健康づくりボランティアへの期待－．平成 28 年度高岡市ヘルスボランティア協議
会活動報告会特別講演；2017 Feb 24；高岡．（講演） 
29)  立瀬剛志．地域で支え合うために．平成 28 年度上市町自殺予防対策事業；2017 Mar 6；上市．（講演） 
30)  立瀬剛志．自殺研究から見えてきたゲートキーパーの役割．平成 28 年度入善町こころの健康セミナ ；ー2017 Mar 12；
入善．（講演） 
31)  立瀬剛志．ケアウィルと地域活動：健康構想に基づいたエイジレス事業．舟橋村健康構想平成 28 年度第 7 回エイジ
レス研修会；2017 Mar 15；舟橋．（講演） 
32)  立瀬剛志．生きる力－レジリエンスを支える自殺予防．平成 28 年度ゲートキーパー応用講習会；2017 Mar 19；富山．
（講演） 
33)  山田正明．酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習．富山市労働基準協会；2017 Apr 17；富山．（講演） 
34)  立瀬剛志．退職者のためのケアウィルセミナー：これからの健康と豊かな暮らしに向けて．富山県職員「永年勤続
者を送る集い」；2017 Mar 31；富山．（講演） 
35)  立瀬剛志．地域の健康って何？：コミュニティのあり方を考える．平成 29 年度 NPO みどりの風市民公開講座；2017 
Apr 16；富山．（講演） 
36)  立瀬剛志．地域ぐるみの自殺対策．ゲートキーパーネット 29 年度第 1 回研修会；2017 May 5；富山．（講演） 
37)  立瀬剛志．ストレスチェック集団分析：職場環境改善について．平成 29 年度健康管理推進者研修会；2017 Apr 21；
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富山．（講演） 
38)  山田正明．環境衛生Ⅰ（疫学）．独立行政法人国立病院機構富山病院付属看護学校；2017 May 10；富山．（講義） 
39)  山田正明．環境衛生Ⅰ（疫学）．独立行政法人国立病院機構富山病院付属看護学校；2017 May 17；富山．（講義） 
40)  関根道和．ストレスチェック制度を活用した健康経営－睡眠障害を例に－．ニチイ学館安全衛生委員会；2017 May 
22；富山．（講演） 
41)  山田正明．酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習．富山市労働基準協会；2017 May 29；富山．（講演） 
42)  立瀬剛志．サードエイジ・サードプレイス事業：対話を生むコミュニティ作り．舟橋村健康構想平成 29 年度第 1 回
エイジレス研修会；2017 May 30；舟橋．（講演） 
43)  山田正明．フィンランドの医療・介護事情．高岡フィンランド協会；2017 Jun 17；富山．（講演） 
44)  関根道和．職場のストレスチェック制度を活用した健康経営を考える－地方公務員の職務満足度と睡眠障害の調査
結果から－．日本労働安全衛生コンサルタント会富山支部平成 29 年度総会特別講演；2017 Jun 24；富山．（講演） 
45)  立瀬剛志．温かな関わり合いのある地域へ：自殺予防の視点から．青少年育成黒部市民会議；2017 Jun 24；黒部．（講
演） 
46)  山田正明．よい睡眠のための生活習慣．富山市立桜谷小学校；2017 Jun 29；富山．（講演） 
47)  立瀬剛志．ストレス時代の働き方とケアウィル．タカノ建設高栄会安全大会；2017 Jun 30；富山．（講演） 
48)  山田正明．長時間メディアと生活習慣の関係．魚津市立村木小学校；2017 Jun 30；魚津．（講演） 
49)  立瀬剛志．退職後の生きがいと健康を支援する富山「ケアウィル」．県民カレッジ高岡地区教養講座「新たな出会い
や夢を求めて」；2017 Jul 7；高岡．（講演） 
50)  山田正明．酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習．富山市労働基準協会；2017 Jul 10；富山．（講演） 
51)  立瀬剛志．退職後の人生を考える「ケアウィル」：豊かな老いのあり方．滑川市福寿大学学習会；2017 Jul 14；滑川．
（講演） 
52)  関根道和．睡眠の「質」を高める方法－厚生労働省睡眠ガイドライン－．ニチイ学館安全衛生委員会；2017 Jul 19；
富山．（講演） 
53)  山田正明．北欧型の医療・介護制度の紹介．富山大学地域連携推進機構，特別講演会；2017 Jul 21；富山．（講演） 
54)  立瀬剛志．オープンネスと市民活動．舟橋村健康構想平成 29 年度第 2 回エイジレス研修会；2017 Aug 9；舟橋．（講
演） 
55)  山田正明．小児期からの生活習慣の確立と生活習慣病の予防．富山県養護教諭夏季研修会 健康づくりの推進につい
て学ぼう；2017 Aug 10；富山．（講演） 
56)  山田正明．よい睡眠のための生活習慣．富山市立桜谷小学校 第 6 区域小教研保健部会；2017 Aug 17；富山．（講演） 
57)  山田正明．酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習．富山市労働基準協会；2017 Sep 4；富山．（講演） 
58)  山田正明．メディアを減らしてよい生活習慣 南砺市立井波小学校 父母と教師の会；2017 Sep 8；南砺．（講演） 
59)  立瀬剛志．絆で支える体と心の健康：豊かなソーシャルキャピタルを目指して．富山市まちぐるみ健康づくり交流
会；2017 Sep 16；富山．（講演） 
60)  関根道和．睡眠の大切さ－よい睡眠をとるための方法－．平成 29 年度学校訪問型睡眠講座（公益財団法人・精神神
経科学振興財団）．金沢市立中村町小学校学校保健委員会；2017 Sep 22；金沢．（講演） 
61)  関根道和．睡眠が与える心と体への影響．みーんなで『がっちり体』スクール．上越市直江津南小学校学校保健委
員会；2017 Sep 23；上越．（講演） 
62)  立瀬剛志．ゆるい繋がりを紡ぐサードプレイス．舟橋村健康構想平成 29 年度第 3 回エイジレス研修会；2017 Dec 6；
舟橋．（講演） 
63)  山田正明，長谷川雄一．一般診療で使える消化管エコーセミナー第 3 回．とやま総合診療イノベーションセンター；
2017 Oct 13；富山．（講演・司会） 
64)  山田正明．生活習慣病研究の歴史と健康のための睡眠指針 南砺市生涯学習緑の里講座；2017 Oct 4；南砺．（講演） 
65)  山田正明，長谷川雄一．消化管エコー・ハンズオンセミナー．とやま総合診療イノベーションセンター第 3 回；2017 
Oct 14；富山．（総合司会・企画運営） 
66)  山田正明．長時間メディア利用の実態と対策．富山大学市民講座．富山大学地域連携推進機構；2017 Oct 21；富山．
（講演） 
67)  山田正明．ほどほどメディアで早寝・早起き・朝ご飯．朝日町立あさひ野小学校；2017 Oct 25；朝日．（講演） 
68)  山田正明．睡眠とこころの健康．入善町立入善中学校；2017 Nov 9；入善．（講演） 
69)  山田正明．長時間メディアの影響．立山町立雄山中学校；2017 Nov 14；立山．（講演） 
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70)  山田正明．ほどほどメディアのすすめ．高岡市立能町小学校；2017 Nov 19；高岡．（講演） 
71)  立瀬剛志．自殺予防に理解－富山で講習会．富山新聞．2017 Mar 19．（新聞記事） 
72)  関根道和．社会医学の専門医育成－富大と県、富山市が連携．富山新聞．2017 Apr 25：23．（新聞記事） 
73)  関根道和．社会医学の専門医育成：富山大・県・富山市連携研修プログラム始動．北日本新聞．2017 Apr 26：23．
（新聞記事） 
74)  立瀬剛志．絆が健康構想の柱．富山新聞．2017 May 24．（新聞記事） 
75)  立瀬剛志，藤森純子．退職後の絆が課題．富山新聞．2017 May 25．（新聞記事） 
76)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．ゲームのやり過ぎ、睡眠不足、朝食抜き、子供の虫歯の原因に、富
大グループ、高岡でアンケート調査．富山新聞．2017 May 30：28．（新聞記事） 
77)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．児童の虫歯リスク、生活習慣と関連、富山大調査、唾液分泌が影響
か．北日本新聞．2017 May 30：25．（新聞記事） 
78)  立瀬剛志．退職後の生きがい考える市民講座－富山大学．富山新聞．2017 Jun 25．（新聞記事） 
79)  山田正明，関根道和．ネット 3 時間以上が 1 割 富山大 高岡の児童調査 親の利用時間に比例 ルールの設定が必要．
北日本新聞．2017 Sep 26：29．（新聞記事） 
80)  山田正明．ネット 3 時間以上が 1 割．北日本新聞．2017 Sep 26：29．（新聞記事） 
81)  山田正明，関根道和．メディア利用時間 親が長いと子も長い 富大グループ 高岡で調査 生活習慣に悪影響．富山
新聞．2017 Sep 26：30．（新聞記事） 
82)  関根道和，山田正明，宮 一志，西山志満子，小澤綾佳，伊藤靖典．子どもの健康問題 6 人が語る．富山大市民講
座全 3 回．読売新聞．2017 Sep 28：30．（新聞記事） 
83)  山田正明．富山大学市民講座 2017 親のネット子に影響．読売新聞．2017 Oct 5：28．（新聞記事） 
84)  関根道和，山田正明．小児肥満 生活習慣が影響 富山大市民講座 関根教授、山田助教が講演．読売新聞．2017 Oct 22：
31．（新聞記事） 
85)  立瀬剛志．自殺防止へ連携を－県内自治体が交流会．北日本新聞．2017 Nov 6．（新聞記事） 
86)  立瀬剛志．自殺者 30 人減 186 人．北日本新聞．2017 Nov 7．（新聞記事） 
87)  関根道和，山田正明，宮 一志，西山志満子，小澤綾佳，伊藤靖典．富山大学市民講座「子供の健康を守る」．読売
新聞．2017 Nov 30：33．（新聞記事） 
88)  金岡省吾，関根道和，尾山 真，定村 誠．就職に関する意識調査の結果を公表（富山大学）．文部科学省 地（知）
の拠点 ALL 富山．2017 Nov．（記事） 
89)  藤原佳典，関根道和．全世代支え合う地域づくりを 富山大で講演会．北日本新聞．2017 Dec 3：29．（新聞記事） 
90)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．スマホ利用は虫歯になりやすい！？．はっぴーママ富山版．2017；(冬)：
77．（記事） 
91)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．マイナビニュース．2017 May 31．（http://news.mynavi.jp/news/2017/05/31/174/） 
92)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．ライブドアニュース．2017 May 31．（http://news.livedoor.com/article/detail/13137704/） 
93)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．nifty ニュース．2017 May 31．（https://news.nifty.com/article/technology/techall/12158-1633964/） 
94)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．goo ニュース．2017 May 31．（https://news.goo.ne.jp/article/mycom/business/mycom_1633964.html） 
95)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．BIGLOBE ニュース．2017 May 31．（https://news.biglobe.ne.jp/it/0531/mnn_170531_5253416739.html） 
96)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．グノシー．2017 May 31．（https://gunosy.com/articles/RAPTL） 
97)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．ニコニコニュース．2017 May 31．（http://news.nicovideo.jp/watch/nw2807614） 
98)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯になりやす
いと判明．dmenu．2017 May 31．（http://topics.smt.docomo.ne.jp/article/mycom/business/mycom_1633964） 
99)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．メディアの長時間利用で子供の虫歯は多くなる？－富山大．QLifePro
医療 NEWS．2017 Jun 1．（http://www.qlifepro.com/news/20170601/） 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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100)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．歯予防の新常識！しっかり睡眠と朝食 長いゲーム時間もダメ、秘密
は唾液に．J-CAST ヘルスケア．2017 Jun 2．（https://www.j-cast.com/healthcare/2017/06/02299653.html） 
101)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．虫歯になりやすい子の生活習慣とは？ 富山大学が小学生を調査．大
学ジャーナルオンライン．2017 Jun 2．（http://univ-journal.jp/13978/） 
102)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．＜富山県＞長時間メディア利用、睡眠不足、朝食欠食の子供は虫歯
になりやすいと判明．Schoowell（スクウェル）．2017 Jun 2．（http://schoowell.jp/pickup/post-15423/） 
103)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．メディア漬けで子供の虫歯増加？．m3.com．2017 Jun 2．
（https://www.m3.com/open/clinical/news/article/534110/） 
104)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．食育アンケート ゲーム長時間は虫歯のもと？ 富山大．YAHOO JAPAN
ニュース．2017 Jun 7．（https://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20170607-00000014-mai-soci） 
105)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．食育アンケート ゲーム長時間は虫歯のもと？ 富山大．Excite ニュ
ース．2017 Jun 7．（http://www.excite.co.jp/News/society_g/20170607/Mainichi_20170607k0000e040209000c.html） 
106)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．食育アンケート：ゲーム長時間は虫歯のもと？ 富山大．Nifty ニュ
ース．2017 Jun 7．（https://news.nifty.com/article/domestic/society/12159-0607e040209/） 
107)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．食育アンケート ゲーム長時間は虫歯のもと？ 富山大．dmenu ニュ
ース．2017 Jun 7．（https://topics.smt.docomo.ne.jp/article/mainichi/life/mainichi-20170607k0000e040209000c?fm=topics） 
108)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．食育アンケート ゲーム長時間は虫歯のもと？ 富山大．TCOM NEWS．
2017 Jun 7．（http://cont.t-com.ne.jp/social/181494_1.html） 
109)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．ゲーム長時間は虫歯のもと？ 富山大．琉球新報．2017 Jun 7．
（http://ryukyushimpo.jp/mainichi/entry-510181.html） 
110)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．食育アンケート ゲーム長時間は虫歯のもと？ 富山大．mixi ニュー
ス．2017 Jun 7．（http://news.mixi.jp/view_news.pl?id=4608856&media_id=2） 
111)  関根道和，山田正明，浅香有希子，佐野正之．長時間すると虫歯になりやすい行動とは？．めざましテレビ・もの
知りジャンケン．フジテレビジョン．2017 Jun 9． 
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